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1 はじめに

組み合わせ論理回路について、collision-based fusion
gateを用いた場合と CMOSロジックを用いた場合でト
ランジスタ数の比較を行った。低電圧ディジタル回路の
使用を想定し、CMOSロジックは 2入力のものを使用
した。その結果、前者の方がトランジスタ数を少なくで
きる [1]。本稿では、collision-based fusion gateを用い
て乗算器を構成し、CMOSロジックで構成した場合と
トランジスタ数を比較した結果について述べる。

2 collision-based fusion gateを用いた論理回路

図 1(a)に collision-based fusion gateの模式図と回路
図を示す。これらを用いることで組み合わせ論理回路を
構成できる [1]。図 1(b)、(c)に and、or、多数決論理回
路、全加算器について、collision-based fusion gateを用
いた場合と CMOSロジックを用いた場合でトランジス
タ数の比較を行った結果を示す。collision-based fusion
gateを用いて論理回路を構成すると、トランジスタ数の
削減に効果的である。

3 collision-based fusion gateを用いた乗算器

ブースのアルゴリズムにより部分積生成回路を構成
した。collision-based fusion gateを用いて BTD、SIB、
SEL を構成した。その模式図を図 2 に示す。また、ワ
レス木、桁上げ先見加算器を collision-based fusion gate
を用いて構成した。それらを用いて 16bit乗算器を構成
した。その構成を図 3(a)に示す。

乗算器について collision-based fusion gateを用いた
場合とを CMOSロジックを用いた場合でトランジスタ
数の比較を行った。その結果を図 3(b)に示す。CMOS
ロジックを用いた場合に比べ、トランジスタ数を約 4割
削減できることがわかる。

4 結果と今後の展望

collision-based fusion gate を用いて、ブースのアル
ゴリズムを実行する回路を構成した。その回路を用い
て collision-based fusion gateを用いた乗算器を構成し、
CMOSロジックを用いた構成とトランジスタ数の比較
を行った。その結果、トランジスタ数を大きく削減する
ことができる。

今回はトランジスタ数の比較のみを行ったが、今後は
遅延時間と消費電力についても CMOSロジックとの比
較を行っていく。
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図 1 (a)collision-based fusion gateの模式図と回路図
、(b),(c) collision-based fusion gateで構成した場合と
CMOSロジックで回路を構成した場合のトランジスタ
数の比較。

図 2 ブースのアルゴリズム実行のためのBTD,SIB,SEL
の回路図。
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図 3 (a)乗算器の回路構成、(b)collision-based fusion
gateで回路を構成した場合と CMOSロジックで構成し
た場合のトランジスタ数の比較。
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